
『Vogue』に見る1960年代ファッション

癒 『Vbgue』に見る1960年代ファッション

古賀　令子＊

The　1960s　fashion　in 　　　　1！
ss

Vogue

Reiko　Koga＊

Abstract

　During　the　1960s，　the　general　sense　of　values　and　beauty　had　drasticly　been　chang血g，　and　the

emerging　young　generation　had　become　the　driver　of　these　new　trends．

　Vogue，　launched　in　1892，　is　one　of　the　most　popular　and　longest－running　fashion　magazines　in　the　world

and　one　of　the　most　irnportant　historical　material　verhicating　fashion　trends　during　the　20th　century．

The　basic　strearns　of　this　decade，　such　as　the　change　of　body－consciousness，　the　rise　of　new　sense　of

beauty　like　modern－and－avant－garde　or　ethrtie－and－forkloric，　and　the　shift　of　fashion　from　haute－couture

in　Paris　to　pret－a－porter　（or　ready－to－wear），　are　shown　in　Vogue，　but　it　has　to　be　mentioned　that　the

perception　of　this　magazine　on　these　inatters　is　consequently　lirnited　by　the　legendary　fashion　editor

Diana　Vreeland．

（キーワード　1960年代：1960s，『ヴォーグ』 　　　　
‘‘

Vogue， ファッション情報：Fashion　lnforrnation）

　　　　　　　　はじめに

　1960年代は、世界中の「ベビL一一一・＝ブーム世代」

の若者たちが、古い世代の枠組みを次々と打ち壊

し、自分たちの価値観に根ざした新しい文化をさ

まざま生み出した変革の時代だった。ファッショ

ンではTシャツやジーンズ、ミニ・スカートなど、

今日私たちが日常服としているものの多くが生ま

れ、あるいは一般化した時代である。また、この

時代に生み出されたさまざまなファッションや風

俗は、ファッション・クリエーションにおけるイ

ンスピレーション減として、現在まで繰り返し引

用され続けている。

　本研究の主資料『Vogue』誌は、1892年12月

17日、Arthur　Baldwin　Turnure　i）らによりニュー

ヨークで創刊され、Turnureの死後、1909年に

Cond6　Nast2）に買収された。1916年にイギリス版、

1920年にはフランス・版が発刊され、これらに加

え現在は1999年に創刊された日本版を含め世界

中で何種類も出版されている。世界的に最も広く

名が知られ、息の長いファッション誌である。今

日まで100年余にわたり広く読者の支持を保ち続

けてきた本誌は、20世紀ファッションの形成と

ファッション情報の変容の過程を検証する極めて

貴重な資料であるといえよう。

　本稿では1961年1月1日号（第137巻1号、通

巻2051号）から1970年12月号（第156巻10号、

通巻3050号）まで1960年代の199号の『Vogue』

（アメリカ版）を資料に、当時のファッションお

よび風俗、またファッション報道と『Vogue』の

果たした役割などについて、その時代背景ととも

に検証・考察する。

＊文化女子大学

1　1960年忌のアメリカ社会と『Vogue』

　第2次世界大戦後台頭したアメリカ主導の消費

文化は、1960年代には世界規模での大衆消費社

会の到来をもたらし、改めて植え付けられた近代
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化とテクノロジーへのさらなる信頼とともに、新

しい価値観をさまざま生み出すことになった。

　科学技術の著しい進展は、1960年代の人びと

の未来への夢と希望を膨らませた。1961年のソ

連による史上初の有人宇宙飛行はいわゆる「宇宙

時代」の幕開けとなって、『Vogue』でも宇宙飛

行士の特集が組まれ3）、「宇宙ファッション」も

花盛りとなった。1962年1月1日号では未来への

希望を特集し、「『現在』30％の（小児癌患者）生

存率は今後50％になる」とか、「海水から作った

真水を使って砂漠を緑化して食糧生産を2倍／3

倍にして地球上の全人類を飢餓から救うことはす

でに技術的には可能である」といったテクノロジ

ーの進展による明るい未来像が各界の碩学によっ

て示された4）。こうした新時代の素材として台頭

したプラスチックで家具や服までもが作られるよ

うになり5・）、伝統や持続性よりも一過性の新しさ

を価値とする風潮が生まれた。こうした傾向はほ

とんどの耐久消費財にまで及ぶようになる。

　この時代は西欧主導のモダン・テクノロジーへ

の関心の高まりと並行するように、非西欧文化へ
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図1Givenchyを着たAudrey　Hepburn（1963年
　　4月15日号、撮影＝Bert　Stern）
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の関心も高まった。『Viogue』ではモロッコやタ

イの王族の婚礼や服飾の紹介に始まりファッショ

ンを中心に華やかな「エスニック趣味」として捉

えていく6）。非白人、中でもアフリカ系の人びと

への眼差しもこの時代の重要なファクターであ

る。『Vogue』でも、ミュージシャンだけでなく

Martin　Luther　King夫人7）やテニス・チャンピォ

ンのArthur　Ashe　8）らアフリカ系指導者や文化人

が取り上げられ、ハイ・ファッションを着用する

モデルにも使われるようになった9）。

　伝統的な文化とは価値観や美意識を根本的に異

にする大衆文化も台頭した。その大衆性から以前

の『Vogue』では軽視されていたハリウッド映画

が無視できない存在となって、「007」シリーズ10）

など話題の映画が特集で取り上げられ、Audrey

Hepburn　11）〈図1＞を筆頭に対照的なイメージの

Sophia　Loren　’2）ら多くの映画女優が、モデルとし

て度たび表紙に登場するようになった。1950年

代に普及したテレビの大衆に及ぼす影響も無視で

きないものとなった13）。他方、若者層を中心に伝

統的文化やマス文化に対抗する文化（サブ＝カル

　　　　　　灘

　　　　　　懸、

饗，
図2Jacqueline　Kennedyのファッション・スナ

　　　ップ（1961年8月1日号）
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チャー）が台頭し、「アンダーグラウンド」の語

も定着した14）。この時代最大のサブ＝カルチャー

はイ可と言ってもポップ・ミュージックである。

1960年代の2大ロック・バンドであるThe
Beetles　i“”）とThe　Rolling　Stones　16）、そして最大イ

ヴェントのWoodstock　i7）はもちろん『Vogue』誌

上でも特集されている。

　女性のあり方も大きく変わった。「アメリカ女

性特集」は『Vogue』の特集の定番の1つだが、

1961年5月号では美人像の変化を特集し18）、「現

代の女性は男性の好みで作り上げられた理想像を

模倣することはしなくなり…その大胆さや自由な

存在であることが美しいと見なされるのだ」と明

言している。この時代を代表する2人の「美女」、

時のアメリカ大統領夫人Jacque㎞e　Ker皿edy　19）

〈図2＞とイギリス出身のモデルTWiggy　20）〈図3＞

は、『Vogue』誌上に繰り返し登場した。当然、

平行して男性のあり方や男女の関係性も変化

し21）、「ユニセックス」という概念もこうした延

長線上で台頭した22）。

　自由で大胆な女性たちは若々しく美しい身体の

図3　Cardinを着たTwiggy（1967年3月15日号、
　　撮影：Bert　Stern）

露出を厭わなかった。若者やリゾートから出現し

たミニやビキニが広く浸透し、トップレスやボデ

イ・ペインティングが出現して、『Vogue』誌上

でも乳首を露出したヌード写真が掲載された23）。

若々しく美しい身体が最高のファッションとなっ

て、ダイエットやシェイプアップはますます盛ん

となり、「Body　Sculpture（身体造形）」の語も登

場する24）。

　性意識も、当然解放へ向かう。急速に進む性解

放に関しては、若者の現状を親や大人の立場から

何とか理解しようという追随的なスタンスを脱す

ることは出来なかった『Vogue」だったが、それ

でもピルについては正面から取り組んだ特集を組

んでいる25＞。

　ドラッグも社会問題化していたが、こうした問

題の背景にあるヴェトナム戦争については

『Vogue』ではほとんど触れられることがなかっ

た。

　こうした時代変革の推進者となったのは、戦後

生まれのベビー＝プーマ・一・一一たちだった。1960年

代は「ヤング革命」の時代と言われるが、『Vogue』

では既成の体制や古い価値観に反抗する若者の動

きを「youthquake」と名付けて何度も特集して

いる26）。

　この激動の1960年代の『Viogue』を担ったのは

Diana　Vreeland　27）である。フランス生れで幼少期

をベル・エポックのパリで過ごし正規の教育では

なく社交界の中で独自の教養と美意識を身に着け

たというVreelandは、ある面白いレースのドレ

スを着て真っ平なバラを1本髪に挿し高級ホテル

のSt．Regisの最：上階にある舞踏場で踊っていたと

ころを「Harper’s　Bazar』誌編集長だったCarmel

Snowに「発見」されてファッション・エディタ

ーとしてのキャリアをスタートしたという伝説的

人物である28）。

　1960年代初頭、『Vogue』を含めたCond6　Nast

出版の編集部門を管掌していたのは、アート・デ

ィレクター出身のAlexander　Liberman　29）だった。

実務派編集長ではあったが感性面に弱点があった

と評されるJessica　Daves　30）の後任として

Libenmanに抜擢されたVreelandは、1962年にア
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ソシエイト・エディターとして『Vogue』に移籍し、

翌年正式に編集長に就任した。「謹厳で取り澄ま

した女性だったDavesはまさに50年代の編集者

だった。そしてDiana　Vreelandは、社会のあらゆ

る壁が崩れた60年代の編集者だった」と、特別

アシスタントとしてVreela㎜d時代の『Vogue』

の編集実務を担当し、後に後任となるGrace

Mirabelaは述べている31）。

　「Vreelamdの『Vogue』は大きく変動している

世界を取り入れようとした。新しく『多様化した

文化』と呼ばれるスタイルを『Vogue』のために

探っていた。セックスを取り入れ、ロックンロー

ルを持ちこみ、当然の流れでドラッグも入ってき

た。Vreela㎜dが『Vogue』を支配した最初の5年

間は、若さと新しさが『Vogue』のページで踊っ

ていた。『Viogue』はいきいきと弾むほどの活気

があり、新鮮で初々しかった。創刊以来はじめて

のことだった。」32）

　Vreelandはファッション・エディターとして最
　　セレブリティ
初の有名人であり、Windsor公爵夫妻33）や

Kennedy大統領夫人ら欧米の上流階級や文化人と

の華やかな交友関係がそのまま『Vogue』に持ち

込まれた。「Beautiful　People」と名付けられて継

続的にそのライフスタイルが誌上で取り上げられ

たこうした人びとの代表はJacquehne　Kennedyで

ある。Ker皿edy夫妻は大統領選直後から華々しく

巻頭で取り上げられ34）、大統領の死後もギリシア

の船舶王Onassisと再婚したJacquelineや

Kermedyの弟RobertやEdward・一家を取り上げて

いる。インタビューや読み物にも、Jean－Paul

Sartre　35）やTom　Wolfe　36）ら思想家や作家たち、ジ

ャズのSatchno　37）までさまざまな分野の多彩な著

名人が綺羅星のように登場して『Vogue』誌面を

飾った。

　Vreelandはその鋭い感覚と強烈な個性で

『Vogue」の感性面を支配して新しい『Vogue』を

作り上げたが、「ビューティフルでファンタステ

ィックな夢の世界」に固執するVreelandの価値

観と美意識が最大の問題であることが次第に露呈

する。また、編集長就任当時すでに60歳近かっ

たという年齢も要因の1つだったのだろう。

「『Vogue』にWoodstockを取り上げるとき、

Manetの「草上の昼食」38）の複写とコンサート写

真を並べて紹介した。たしかにヴィジュアル的に

はとても魅力的だし、知性を感じさせて美しいけ

れども、ポイントを完全にはずしてしまっている

…」39）とMirabellaが指摘するように、　V：reelandの

『Vogue』は結局若い雑誌にもなれないまま読者

数を減らし、60年代後半から70年代はじめにか

けて、ニューススタンドでの販売が大打撃を受け

ることになる40）。傍目には無駄としか映らない膨

大な経費問題やニューヨークの既製服メーカーな

どスポンサーの意向などは一顧だにしない

Vreelandは、60年代末にはLibermanを含めた経

営陣との軋礫が絶えなかったという。

　　　　　　　　　　　　セレブリティ
皿　スター・モデルと有名人フォトプラ

　　　ファーが彩る1960年代の『Vogue』

　　誌面

　雑誌の基本的な構成や体裁には、1950年半か

ら大きな変化は見られない（単号価格は1964年

に60セントから75セントに改訂）。発行スケジ

ュールも、1958年以降、5～7月と12月の4ケ月

のみ月1回の発行で他の8ヶ月は1日目15日の月

2回発行する年間20回発行の体制が継続する。表

紙は、そのほとんどにモデルの顔のクローズアッ

プ写真が用いられ、この図像の上に雑誌タイトル

と発行年月日、価格のほか，各号の特集テーマが

記される今日のスタイルが定着した。

　各号の特集テーマは、1月の「新年特集」や3

～4月および9～10月号のパリやニューヨークの

コレクションを中心とするファッション特集、11

～12月のクリスマス関係の特集といったシーズ

ン性の強い定番的な特集に加えて、「アメリカ女

性特集」（1967年5月号ほか）や「新しい美人像」

特集（61年5月）、「ヤング特集」（65年1月1日）、

「メンズ特集」（67年11月15日ほか）などのほか、

「フィットネス特集」（64年2月15日）や「パン

ツ特集」（64年7月）、大規模な海外ロケを組んだ

「ブラジル特集」（65年6月）や「トルコ特集」（65

年7月）、「メキシコ特集」（68年12月）などが組

まれた。
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　広告ページの構成も1960年以前と大きく変わ

らず、基本的な1ページ大広告と分野別に編集さ

れた3行広告、何ページも買い切った大型キャン

ペーン広告が共存している。大型キャンペーンで

は、異業種タイアップ広告も登場している。

　広告ページと入り混じるように、本や舞台／映

画情報などを伝える「Vogue’s　Notebook」（1968

年1月より「VOGUE’S　SPOTLIGHT」に改題）と

いうコラム欄が設定されているが、この項目に

「The　Underground」（1969年1月より）や「tele－

vision」（1970年1月より）という項目が加わった。

　本文部分の最初は，主としてファッション・ト

ピックスを取り上げる編集長の手になるコラム

「Vogue’s　Eye　View」であり、その次に配置され

る特集の導入あるいは要約の役割も果たしてい

た。Vreeland自身の手になるコラムには自筆の

「DV」サインを入れてその存在を主張している。

　ファッションの特集テーマとしては、従来から

のパリやニューヨークのコレクション情報は当然

引き続き最重要テーマの1つだったが、大掛かり

の海外ロケによる『Vogue』の独自性色濃い編集

図4ボディ・ペインティングしたVeruschka
　　（1966年5月号，撮影＝Franco　Rubartelli）

ペー一一ジやAudrey　HepburnやTwiggyなどのファッ

ション・アイコンを核にした特集などが大きく取

り上げられるようになった。海外ロケの大規模化

はVreeland時代の特徴：で、その膨大な経費は

『Vbgue』の収支に多大な影響を及ぼし、　Vreeland

失脚の要因の1つとなっていく。

　スター・モデルの台頭は1960年代の特徴であ

る。HepburnはじめCatherine　Deneuve　4i）ら映画

スターがモデルに起用され、ファッション・モデ

ルもスター扱いされるようになった。スター・モ

デルの筆頭は、「ミニの女王」と呼ばれた前出の

Twiggyだが、ほかにもVeruschka　42）〈図4＞やPen－

elope　Tree‘3）．　Jean　Shrimpton“）．　Marisa　Beren－

son　45）、　Lauren　Hutton46）ら、新時代の美しさを

代表する個性豊かなモデルたちが『Vogue』誌上

で妊を競う。有名フォトグラファーや人気ミュー

ジシャンとの華やかな交遊やライフスタイルがフ

ァッション界以外からも注目されるようになった

彼女たちは、その姿が数多く掲載されるだけでな

く、ファッション記事のタイトルや商品にその名

が冠される存在となった。

　この時代はフォトグラファーも華やかな有名人

と化す。1950年代から『Vogue』の看板フォトグ

ラファーだったIWtng　Penn47）は60年代も引き続

き最大数の表紙を担当（今回資料のうち93回）

したがく図7，8＞、Vreelandが『Harper’s　Bazar』

から引き連れてきたRichard　Avedon　48）が66年

『Vogue」に参加し（表紙担当回数は12回）、

50－60年代を代表しその後も多大な影響を及ぼす

ことになるファッション写真界の2大巨頭が

『Vogue』誌上で表現を競うこととなった。

Avedonは、厳しい職人気質で静誼な作風のPe㎜

とは対照的で、ダイナミックで挑戦的な表現を得

意とする華やかでエキセントリックなフォトグラ

ファーで、この後輩出する「有名人フォトグラフ

ァー」の先駆けとなった。ほかにBert　Stem49）

（38回）〈図3，5＞、DaVid　Bailey　50）（14回）らが続き、

Norman　Parkinson51）、　William　Klein　52）〈図6＞らも

活躍している。

　オートクチュールを中心とするハイ・ファッシ

ョンのほか、従来のアメリカの既製服とは趣を異
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にするパリやロンドンの若々しいプレタポルテの

扱いが増大し（後述）、「ブティック」情報も定番

化する。今日まで続いている、比較的手頃なファ

ッションを取り上げるコーナー「MORE　DASH

THAN　CASH」も70年4月にTwiggyをフィーチャ

ーして連載が開始された。

　また、1950年代以降、メンズ・ファッション

の扱いは定番化し、連載コラムの「Men　in

Vogue」のほか、特集でも取り上げるようになっ

た。

　ファッション以外では、インテリア関連ページ

（カラー写真使用）、旅行やリゾート情報ページな

どが1950年代同様に構成されているが、食に関

するコーナーも定着する53）。

　俳優や作家／アーティストなどを紹介するイン

タビューや読み物が、「優秀な読み物編集者」だ

った前編集長Daves時代に比べ大きく充実してい

．る点は見落とせない。ファッションが社会トレン

ドと不可分の存在であることが誰の目にも明らか

となり、優雅な上流ファッション人種の間でもサ

ブ＝カルチャーへの関心が高まった時代であり、

そこにVreelandの華やかな人脈が生かされたと

いうことなのだろうか。若者による新しいサブニ

カルチャーの解説54）や性意識の変革55）、さらに

は臓器移植56）のような最新医学情報などまでが

取り上げられている。

　以上の本文の後に再び広告のページが続いて、

やはり広告を掲載した裏表紙となる。

1冊のページ総数は平均191ページ、1945～60年

の平均176ページから約8．5％増加した。

　皿　『Vogue』が報じる1960年代の

　　　　ファッション

　ヤング主導の価値観・美意識の変革はファッシ

ョンとそのシステムにも当然大変化をもたらし

た。

　ヤングのファッションはエレガンスの殿堂であ

るパリの高級メゾンではなく、ロンドンのストリ

ートやロック・イヴェントを震源とするようにな

り、そこから登場するヤングのスタイルは、従来

の美意識とは全く異質のものだった。パリのオー

トクチュールでも、こうした新しい潮流を積極的

に取り入れて新しいエレガンスを生み出す新世代

のクチュリエが台頭して世代交代が明らかにな

る。クチュリエたちが新しいファッション提案を

価格的にも手軽なプレタポルテで表現するように

なり、プレタポルテを扱うブティックがトレンド

の発信源として注目されるようになった57）。

　この時代のファッションおよびファッション報

道について、「身体意識の変革」と「新しい美意識

の台頭」、「新しいファッション・リーダーとプレ

タポルテの台頭」の3つの視点を中心に見ていく。

1．身体意識の変革　　身体の表出とパンツの台頭

　1960年代初頭に早速He■mut　Newton58）撮影に

よるオーストラリア・ロケのリゾート・ファッシ

ョン特集で胴上丈のショート・ドレスとビキニが

『Vogue』誌上を飾った59〕。以後、水着は大胆に

身体を露出する方向を進み、66年には「trikini」

60）と名付けられた極めて小さいものとなり、さ

らにヌード・ボディに直接模様を描いたボディ・

ペインティングが取り上げられるようになった61）

〈図4＞。1965年1月のトレンド予測では「身体の

時代」と言い切っている62）。

裏瀞 鞭OCKI飛hGS 棚

図5　柄物タイツ・コレクション（1964年7月号、

　　撮影＝Bert　Stern）
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　女性の身体の中でこの時代最も関心を集めたの
　　　　　　　　　なまあし
は脚である。現代の「生日」とは違いストッキン

グやタイツを着けてはいたが、脚部分に焦点を当

てた大胆な写真が誌面に度たび登場するようにな

り〈図5＞、64年頃から多様なレッグ・ファッシ

ョンが特集されるようになった63）。67年頃から

は、ファッションとしてのレオタードも登：場す

る64）。同時に、靴の扱いが急増し、特にローヒー

ル・シューズ65）とブーツ66）が台頭し、60年代末

には「厚底」67）のカジュアル・シューズが目立つ

ようになった。

　タウンウェアとしてのミニの初出は1964年2

月15日号のBonnie　Cashin　68）のスエードのコート

ドレスである。タイツと組合せた上上20cmのド

レスには「パンツやスカート、タイツに合わせる

のに最：適なチュニック」とのキャプションはある

が「ミニ」という言葉はまだ使われていない69）。

　パリからはCourreges　70）の膝上丈のドレスが2

点、パリで一番短い「Little　Little　Dress」〈図6＞

として同年3月15日号の「パリ・コレクション2

報」でようやく紹介されている71）。同年7月には

1　；：　7111 黶@1’ @’1，11；　，，i　．．’

図6Courregesの「Little　Little　Dress」（1964年

　　3月15日号、撮影：William　Klein）

新しいトレンドとして「逸出しスーツ」が取り上

げられるが72）、「ミニ・スカート」の語は、1965

年1月15日号で初めて使われた73）。以後、ミニ・

スカート全盛となるが、1968年に入って再びス

カート丈が長くなり始める。ミニも継続するが寸

寸／ロング丈などスカート丈のバリエーションが

共存して「自分に似合う丈を選ぶように」と

『Vogue』も提案するようになった74）。

　パンツの台頭も女性の脚への関心の1つの表現

といえるだろう。従来、リゾート・ファッション

や学生のカジュアル・スタイルに限定されていた

女性のパンツ・ファッションが一気に市民権を得

る。『Vbgue」誌上では1964年がその転換点を示

している。6月号でイヴニング用のパンツが特集

され75）、さらに続けて7月号ではパンツ特集号

を組み、「Beaut血l　People」のさまざまなカジュ

アル・スタイル76）やパンツ・ファッションのバ

リエーションを紹介77）している。

　ジーンズの台頭は1960年代末になる。牧場な

どにおけるカントリー・ファッションとしては、

以前にも時折取り上げられてきたが、（タウン）

ファッションとしてのジーンズは1970年10月1

日号で始めて取り上げられた78）。その前年69年

からの「Levi’s　for　Gals」の広告出稿79）の影響も

見落とせない。

　短い丈のリゾート・タイプからイヴニング・パ

ンツ、それにジーンズを含めたパンツがファッシ

ョン図像の中で占める割合は、稀にしか取り上げ

られることがなかった1960年代初頭から10年後

の1970年にはほぼ40％にまで急増した80）。

2．新しい美意識の台頭　　モダン＆アヴァンギ

　ャルドVS．エスニック＆フォークロリック

　モダン・テクノロジーの進展とその明るい未来

イメージが、ファッション・デザインに新しい地

平を拓いた。天然素材と見間違うようなフェイ

ク・ファーが開発されて気軽に楽しまれるように

なり81）、一方では自然界にはありえない人工素材

ならではの表現の可能性が追求された。プラスチ

ックや金属、あるいは紙など、従来非衣料用だっ

た素材のファッションへの導入も盛んに試みられ

一　167　一



ファッションビジネス学会論文誌℃6Vol．11

た。新しい素材感は新しいファッション・イメー

ジを膨らませ、新しい科学の素材は新しいファッ

ション創造の原動力となった。宇宙時代のファッ

ションをいち早く打ち出したCar（i㎞　82）〈図3＞や

Courr6ges、　Paco　Rabbanne　83）らはプラスチック

や金属板などを大胆に使って新しい衣服概念の創

造に取組み、透明ビニールや黒エナメル、ラメ素

材を用いた未来指向のファッションが、マス・フ

ァッションの分野でも広く展開された84）。

　こうしたモダン感覚の演出には、モノクロのオ

ブ・アート85）パターンなどが活用され、モダン

でシャープなジオメトリック・パターンはユ960

年代全盛を極める86）。加えて、酩酊感をもたらす

カラフルなサイケデリック・アート87）〈図7＞や

台頭するポップ・アートも、ミニ・ドレスなどを

カンヴァスとしてそのまま表現された88）。

　さらに衣服以上に大胆なアヴァンギャルド感覚

がアクセサリーで表現された。宇宙イメージのヘ

ルメットやゴーグル、ジャラジャラした大ぶりの

プラスチック・ジュエリー、ピカピカのブーツの

ほか、この時代の未来志向を端的に象徴したのは

自然ではありえないパープルやライム・グリーン

のウイッグ（かつら）だった89）。

　1960年代を通して大胆なヘアスタイルの実験

が『Vogue』誌上で展開されたgo）。ウイッグやへ

　　　　　　　　　　ぬ　　　い　ゆ　　　　　れが　　

繍繰慈
心7　サイケデリック効果の表紙デザイン（1965

　　　年6月号、撮影：lrving　Penn）

アピースを駆使し奇抜さを競うようなヘアデザイ

ンと共に多くの美容師が有名人化した。表紙を担

当した美容師（サロン）の第1はニューヨークの

KennethとAra　Gallant両店だが、パリのAlexan－

dreやCarita、さらにはVidal　Sasson、　Kenneth店

出身の日本人美容師・須賀勇介らの名前もクレジ

ットに見られる。

　1960年代中頃になると、前半に台頭したモダ

ンな未来志向とバランスをとるかのようにナチュ

ラルな土の香りあるエスニックやフォークロリッ

ク感覚が台頭する。こうしたトレンドの先駆者／

伝導者の役割を果たしたのは、ヴェトナム戦争か

ら逃避しようとするヒッピーたちだった。西欧の

強者の論理による非西欧世界の支配に強い疑念を

抱いたヒッピーたちは東洋の思想に救いを求め、

あるいはアメリカ原住民など以前は気にも留めな

かった周縁文化にも目を向けていった。

　Vreelandの『Vogue』では、あくまで本物の格

調高い（≒リッチな）エスニックとフォークロリ

ックを追求し、例えばモロッコの王族の婚礼の様

子とともにカフタンを紹介し91）、本物のアフリカ

ン・アートを紹介している92）。

　西欧内のエスニックともいえるジプシー・ファ

ッションは1969年春のパリ・オートクチュール・

コレクションの重要テーマの1つとなり93）、フリ

ンジ使い94）やパッチワーク95）が広く流行した。

　また、呪術的なエスニック感覚でありながらア

ヴァンギャルドでもある奇抜なメーク・アートが

一度ならず誌面を飾っている96）。一般読者へのフ

ァッション提案とは考えにくいし、やはり

Vreeland好みのファンタジー表現なのだろう。

　こうした非西欧趣味台頭の中で、日本人デザイ

ナーの森英恵も『Viogue』に何度か取り上げられ

ている97）。

　また、価値観や美意識の多様化の中で、アンテ

ィークもファッションとして注目されるようにな

った98）。

3．新しいファッション・リーダーとプレタポル

　テの台頭

　この時代、最も注目されたファッション・タリ
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エーター（またはブランド）は誰だったのだろう

か？　その手掛かりとして『Vogue』誌上におけ

る図版掲載数を調査した99）。最も多く登場したの

は、Christian　Dior　loo）（318点）であり、次いで

Yves　SaintLaurent　iOi）　（243）．　Oscar　de　la　Renta　iO2）

（160）　．Givenchy　iO3）　（151）　．　Noman　Norell　iO‘）　（146）　．

Bi11　Blass　io5）（145）、　Courrbgesお　よ　びJacques

Tiffeau　iO6）　（140）．　Cardin　（111）．　Balenciaga　iO7）

およびChanel　lo8）（92）となっており、他にコー

ト中心の既製服ブランドOriginala（159）が目立

つ。パリのオートクチュールの絶対的な信奉者で

実用的なアメリカの既製服には何の関心も示さな

かったといわれるV：reelandの下、図版の総点数

はスポンサーでもあるアメリカ・ファッションが

圧倒的に多いものの、パリを中心とするヨーロッ

パのファッションは気鋭のフォトグラファーを登

用して大胆にヴィジュアル展開され、アーティス

ティックなインパクトは非常に大きかった。

　図版数最多のChristian・Dior（メソン）は、パ

リのオートクチュール作品にニューヨーク独自企

画の既製服、毛皮のラインなどを合わせたビジネ

ス面の強さを背景にしたものであり、クリエイテ

ィヴなトレンド・セッターとして世界の注目を集

めていたのはむしろSaintLaurentとGivenchy、

Courreges、　Cardir1ということになるだろう。

CourrさgesとCardin、　Rabanneらはアヴァンギャ

ルドなモダン感覚を代表するクチュリエとしてセ

ンセーショナルな作品を発表し続け、Givenchy

はAudrey　Hepburnというミューズを得〈図1＞、

さらにはJacqueline　Kennedyという最強の支持者

を得てこの時代のエレガンスを代表する存在とな

った（アメリカ大統領夫人という立場上アメリカ

製ファッション着用の義務があったKe㎜edyが

ニューヨークのデザイナーOleg　Cassini　io9）に

Givenchyのコピーを作らせていたことは既に広

く知られていることである）。独自のエレガンス

感覚を主張し続けるChanelやBalenciagaにも根

強い支持が見られる。しかし、新時代の若いファ

ッションの方向付けに最も重要な役割を果たした

のは、実年齢が最も低く容姿にも恵まれて若い感

性をカリスマ的に体現したSaintLaurentだった

図8SaintLaurentの9／10丈コート（1966年9
　　　月1日号、撮影：lrving　Penn）

〈図8＞。

　アメリカのデザイナーでも、大御所のNorellら

からde　la　Rentaらへの世代交代が見られ、新し

い身体意識を表現するGernreich　llo）や独自のフォ

ークロリック・ファンタジーを展開するSant’

Angelo　lll）らも台頭して独自世界を展開した。

　しかし、新しい潮流として最も注目すべきなの

は「プレタポルテ」の台頭である。パリの
Emmanuelle　Khanh　ii2）やDoroth6e　Bis　i　i3）、ロンド

ンのMary　Quant　114）ら、大人向けの高級ファッシ

ョンのお手軽版としてでなく最初から若者向けの

手頃なファッションを提案するデザイナーが台頭

して、大人の高級ファッション誌『Vogue』から

も注目を集める存在となった。こうしたファッシ

ョン性の高い既製服に関しては従来の
「confection」に代わって「pret－b－porter」の語が

使われるようになる。プレタポルテを扱うブティ

ックの台頭とその情報の定番化については前述し

た。

　パリのオートクチュール・メゾンもCardinや

SaintLaurentを先頭にプレタポルテに進出し115）、
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オートクチュールに代わってプレタポルテが世界

のファッションをリードする時代へと転換してい

った。

　　　　　　　　　か　　つ　　ら
亙　ジーンズとウイッグの広告の登場＝

　　1960年代の広告から

　広告は雑誌においては編集記事部分と表裏をな

す重要な存在であり、ファッションを中心とする

商品やサービスの動向をここで一瞥しておく。

　広告の中で最も多いのは、やはり「婦人服を中

心に、毛皮、下着、服地や洋裁材料／用具類、帽

子、靴、その他の身のまわり品などを含めた服飾

分野」であるが、服飾の分野でも服地と雑貨／身

のまわり品が増え、洋裁材料／用具類の減少が目

立つ。「服飾分野」の次に多いのもやはりこれま

で同様「化粧／ヘアケア／トイレタリー用品と美

容関係」である。

　服飾関係で今回特記すべきは、ジーンズと新し

いファンデーション、サングラスの広告である。

前述したが1960年代末になって「Levi’s　for　Gals」

の広告が掲載されるようになった。ジーンズは

60年代の若者ファッションの象徴のようなアイ

テムだが、おしゃれではあるが基本的な保守的な

スノッブ人種である『Vogue』の読者もそのター

ゲット内に捉えられる段階になってきたというこ

となのだろう。

　新しい身体意識を前衛的ファッションに表現し

たGernreichは、自然な感覚を保ちながらボディ

をサポートする新しいファンデーションを展

開116）しているが、半透明のナイロン・ネットで

ソフトにボディをサポートするファンデーション

はまさに現代のファンデーションを先取りするも

のであり、彼の先見性と現実性、造形意思とビジ

ネスを両立させた実績がここで検証できる。

　プラスチック使いの遊び心溢れるポップなアク

セサリー使いは、この時代の若々しいモダン感覚

の表現の鍵となっているが、中でもファッショ

ン・サングラスは手軽な変身アイテムとして注目

を集め、広告も増加している117）。

　服飾関係では時折大型キャンペーンが組まれる

が、単独スポンサーによるもののほか、従来の小

売店とデザイナー・ブランド、あるいは素材メー

カーとアパレル企業といった関連業種のタイアッ

プではなく、異業種タイアップ・キャンペーンの

手法がさまざま試みられている。自動車あるいは

航空会社とファッション・ブランド、あるいはタ

バコとファッション小売業といった異業種の組合

せによる一種のライフスタイル提案とも言えるよ

うなストーリー性ある広告が登場した118）。

　美容関係では、ウイッグ広告の台頭に注目すべ

きだろう。有名美容師の手になる奇抜ともいえる

大胆なヘアスタイルが紙面を飾った1960年代だ

が、一般読者には手軽に付け替えることの出来る

ウイッグが身近な選択肢として提案された119）。

本文の記事では名前を取り上げられることが増え

た美容師たちだがヘアサロンの広告は増えていな

い。また、ウイッグと呼応するように付けまつげ

の広告が見られるようになった120）。

　ダイエットやフィットネス関連商品の主流はロ

ーカロリー食品や美容器具など前年代同様だが、

1970年には「世界初の部分痩せ」12ユ）という進化

も見られるようになった。

　全体的なファッション／消費動向とは直接関係

しないが、日本企業の広告台頭についても触れて

おきたい。マイクロ・テレビやポケット・トラン

ジスター・ラジオを打ち出したソニーの広告の

『Vogue』初出は1962年である122）。同時期、アメ

リカ製の電化製品としてはシンク内蔵型のゴミ粉

砕機が登場している123）。小型家電に重点を置く

日本の商品開発方向とアメリカの便利で豊かな家

庭生活の縮図が『Vogue』誌上で展開されていて

興味深い。また、日本への旅行を誘う日本航空ユ24）

や、合繊素材の東レ125）、化粧品の資生堂126）など

も「世界の『Vogue』」に出稿しており、世界市

場を射程に捉えた日本産業界の活力が伺われた。

　　　　　　　　おわりに

　1960年代のファッションや風俗が、『Vbgue』

誌にどのように取り上げられたかについて叙述し

てきたが、最後にその流れを総括する。

　1961年の1月1日号ではほぼ巻頭の位置にその

月就任する新大統領の若々しいKennedyを大き
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く取り上げ、時代のトレンドを取り上げる年頭恒

例の「Changes」や注目の新素材プラスティック

を特集した「Plastics」とともに大きく変貌しよ

うとする時代の兆しを捉えてはいた。しかし、価

値観や社会構造までこれほどドラスティックな変

化を遂げようとは想像もしていなかったに違いな

い。

　台頭したヤング・パワーは既成の価値観や美意

識とは別のパラダイムを出現させた。パリのオー

トクチュールはファッション界における独裁者の

地位を失い、『Vogue』のその報道責任者として

の役割も小さくなっていく。創刊初期から服飾や

マナーに関して権威を持って読者に指示を与え、

20世紀の前半には「Vogue　says…」という書き出

しでファッションの動向に関して託宣を下してい

た『Vogue』が、まだ小さからぬ影響力を保持し

ていたとはいえ、多様化を見せ始めた多くのファ

ッション誌の1つという存在になり始めていた。

　大人のエレガンスを代表する権威あるファッシ

ョン誌「Vogue』が、既成の価値観を否定して生

まれた新しいヤング・ファッションをどのように

捉え、自身をどのように位置づけようとしたのか、

最初から矛盾を内包したさまざまの試みに満ちた

Vreeland指揮下の1960年代の『Vogue』誌面は、

あくまでもアーティスティックでゴージャスな美

しさである。しかしそれは大衆消費文化時代の一

般読者のニーズとの埋められない溝の大きさを露

呈するものでもあった。

　台頭したヤング・パワーがエネルギッシュに放

出した1960年代の多様な価値観やスタイル。

1960年代には必ずしも咀噛しきれなかった「大人

たち」が、その後どのように受容し（どのように

定着し）ていったのか、あるいは、この時代に生

み出されたものがなぜ繰り返し後の世代を惹きつ

け続けるのか、今後1970年代以降の検証・考察

を通して解明していきたい。

注
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8）　rLieutenant　Arthur　Ashe，　U．S，Tennis　Championll，

　VOGUE，　15　November　1968，　p．132－

9）　rAmerican　Spring　Collection　Reportj，　VOGUE，　1

　February　1969，　p．168一ほか

10）「James　Bond’s　Girls」，VOGUE，July　1964，　p．74一ほか
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17）　rWoodstock　Music　and　Art　FairJ，　VOGUE，　December

　1969，　p．194－201
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　痩身の身体（167cm，41kg）は’60年代の新しい女性像

　とされ、〈1966年の顔〉とよばれた。

21）　rThe　Passionate　Rebelsll，　VOGUE，　June　1969，　p．154－5
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26）「The　youthquake」，　VOGUE，1January　1965，　p．120一ほ
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　p．　22

32）　ibid．，p．193

33）1894－1972．英国王Edward～V［1世（在位1936）、退位後

　Windsor公爵

34）　rPresident－elect　John　Fitzgerald　Kennedy］，　VOGUE，

　1　January　1961，　p．80
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　家の1人
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　ョン写真家

50）1938年英国生れの写真家。’60年代の若者たちの流
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54）　FSo　Young，　So　Cool，　So　Misunderstood－the　“Mods”

　and　“Rockers．”」，VOGUE，1August　1964，　p．68一ほか

55）　FIF　NOT　THE　PILL　一　WHAT？1，　VOGUE，　15　Oetober

　1969，p．157－Cまカ、

56）　FWhat　ORGAN　TRANSPLANTS　mean　to　your　life］，

　VOGUE，　15　Oetober　1968，　p．100－

57）「Vogue’s　Own　Boutique」1965年7月以降連載

58）写真家。1920年ドイツ生れ。1945一豪版「Vogue」の

　仕事を始め、エロティックで挑発的な作品をファッシ

　　ョン誌各誌に発表し、スキャンダラスな作風はファッ

　ション写真のイメージを変容させた。

59）　rU．S．sun－fiash　：J，　VOGUE，　1　January　1961，　p．122－

60）　rTrikmi］，　VOGUE，　December　1966，　p．255

61）　rThis　summer：the　sun　creaturesJ，　VOGUE，　May

　1966，　p．152－5

62）　rPredictions　’65：．．．The　Year　of　the　Bodyj，　VOGUE，1

　January　1965，　p．73－

63）「What’s　next　in　fashion：stock血g　wild」，　VOGUE，　July

　1964，p．58一ほカ、

64）　FVogue’s　eye　view　of　the　leotard　boomJ，　VOGUE，　1

　November　1963，　p．101

65）　FVogue’s　eye　view　OF　THE　LITTLE　EVENING　HEELJ，

　VOGUE，10ctober　1961，p．99ほか

66）　rVogue’s　eye　view：　boots　for　a　heroinell，　VOGUE，　1

　0ctober　1966，　p．181－

67）　rClunk，　clunk，　sshump，　sshump，　bump．．．j，　VOGUE，1

　September　1969，　p．　450－1

68）1915年アメリカ生まれのファッション・デザイナー、

　シンプルで機能的なデザインを展開

69）　rTerrific　一　the　coat　class］，　VOGUE，　15　February　1964，

　p．110－1

70）1923年フランス生れのクチュリエ。65年オートクチ

一　172　一



「Vogue』に見る1960年代ファッション

　ユールとして初めてミニスカートを発表、未来的なデ

　ザインのモダンで若々しい作品は世界的に大きな影響

　力を持った。

71）　rLittle　little　dresses：　the　new　sensation　at　Courreges］，

　VOGUE，　15　March　1964，　p．86－7

72）　FWhat’s　next　in　fashion］，　VOGUE，　Ju　1　y　1964，　p．54－

73）　rOn　the　surmier　shores　of　fashion一　mini－sknts　and

skimp　topsl，　VOGUE，　15　January　1964，　p．84－

74）　rVogue’s　eye　view：　hemlmes　一一　suit　your　legj，　VOGUE，

　1March　l　968，　p．117ほか

75）　rTHE　FASHION　FOR　PANTS　AT　NIGHTI，　VOGUE，

　June　1964，　p．114－5

76）　rThe　beautiful　people　and　the　fashion　for　pantsJ，

　VOGUE，　July　1964，　p．46－

77）　FXMiat’s　next　in　fashion：　the　pants　turnout］，　VOGUE，

　July　1964，　p．66－7

78）　rVogue’s　Own　Boutique：　The　Blue－Jean　Look］，

　VOGUE，　October　1970，　p．200

79）「LeVi’s　for　Gals」広告、　VOGUE，　May　1969，　p．96ほか

80）1960／1962／1964／1966／1968／1970各年9月15日

　号を比較

81）　rFakery　for　fashion　reasons］，　VOGUE，1　August　1961，

　p．104－eまカ、

82）Pierre　Cardin．1922年イタリア生れ、’50年パリにメ

　ゾン開設。’60．年代に斬新なアイディアと宇宙的なデ

　ザインで一時代を画する。デザイン活動は多方面に広

　がり、企業家としての活躍も有名

83）1934年スペイン生れ。’65年初のコレクションでプ

　ラスチックの小片を針金でつないだ未来感覚のドレス

　を発表、保守的なオートクチュール界に変化をもたら

　　した。

84）Cuddlecoat社コート、VOGUE，1August　1961，p、72

　ほか

85）オプティカル・アートの略で、幾何学柄をベースに

　　した錯視効果のある視覚芸術。1960年代前半に台頭

　　し、これをプリント柄などに取り入れたオブ・アート・

　ファッションも1960年代中頃流行

86）　FPiebalds　and　skewbalds　for　the　SouthJ，　VOGUE，

　December　1964，　p．130－5ほか

87）　FPRINTS：BOLD　COLOURS　BOLDLY　WEIGHTED　ON

　EABRIC，…」，VOGUE，1］March　1964，　p、142一ほか

88）Roy　Lichtensteinの画像をプリントした伊Bikiのポン

　チョ、VOGUE，15　April　1967，　p．126一ほか

89）　FThe　chic　of　a　wig　that　looks　like　a　wig　goes　orL　like　a

　wig」，VOGUE，1September　1963，　p．147ほか

90）　rVogue’s　eye　view：　immediate　choicelVOGUE，　15

　September　1962，　p．135ほか

91）　FThe　2　Worlds　of　Mme．Tamy　Tazi］，　VOGUE，　15　Apnl

　1964，　p．1　16－23

92）　rThe　hidden　force　of　BLACK　AFRICAN　ARTJ，

　VOGUE，　Decernber　1966，　p．　236－9

93）　rPARIS　GYPSIEI，　VOGUE，1　March　1969，　p．72－3

94）　rfringy　girl　keeping　up　the　frtnge　btnge！l，　VOGUE，　1

　August　1969，　p．136－41ほか

95）　rPatchwork．．．　PatchworkJ，　VOGUE，　June　1969，

　p．154－5ほカ、

96）　rThe　Festive　Eyel，　VOGUE，　December　1964，　p．188一

　ほか

97）1926年島根県生れ、65年NYデビュー、77年パリ・

　オートクチュール組合加盟、世界的に活躍する日本人

　デザイナーのパイオニア。VOGUE，！　November　1966，

　p．161－73ほJbtS

98）　rThe　Young　Shirt－and－tie　setJ，　VOGUE，　1　August

　1969，pユ33一ほカ、

99）紳士・子供服を除いた女性ファッションの写真とイ

　ラストレーションの点数を集計。ほぼ全身が表現され

　ているものを1点とし、上半身のみや下半身のみの場

　合は1∠2点とした。帽子やヘア・スタイルのみの図版

　やバッグや靴の図版も除外した。また、同一デザイナ

　．一によるものはクチュール作品と既製服作品を合算し

　ている。1960年代の女性ファッション図版総数は11，

　616点
100）Christian　Dior（1905－57）が’46年に設立し’50年代

　モードをリードしたオートクチュール・メゾン。’57

　年Diorの急死後Yves　Saint・Laurentが、’61年からは

　Marc　Bohan力噸壮盛匿σ

101）1936年アルジェリア生れ、18歳で国際羊毛事務局

　のコンテストで優勝し、57年Dior店を後継。62年独

　立し、革新的なスタイルを次々に発表、1960－70年代

　のフランス・モード界を牽引した。

102）1932年ドミニカ生れのスペイン人。パリと米国で

　修業後’65年独立。’93年からPierre・Balrnainも担当

103）Hubert　de　Givenchy．！927年フランス生れ。52年メ

　ゾン設立。女性らしいエレガントな作風で、Audrey

　Hepb㎜など世界の著名な女性に愛された。95年引

　退
104）アメリカのファッション・デザイナー。Hattie

　Carnegie社を経て、　Traina　Nore皿社を設立。アメリカ

　で最も有名なデザイナーのユ人。1900－72

105）1922年米国生れ。ソフト・テイラードのアメリカン・

　スポーツウェアや華やかなイブニング・ドレスで、米

　国上流階級に人気が高い。

106）アメリカンのデザイナー・ブランド

107）Christobal　Balenciaga。スペイン生れのオートクチ

　ュール・デザイナー。1937年パリ進出。厳密なカッ

　　トと革新的なフォルムで知られ、パリ・オートクチュ
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　一ルの黄金期を築いた巨匠の1人。1895－1972

108）Gabriel　Chane1、フランス生れのファッション・デ

　ザイナー。下着素材のジャージィや男子服に着目し、

　シンプルで機能的なスタイルを打ち出した。’60年代

　のシャネル・スーツは世界的に流行し20世紀の定番

　となった。1883－1971

109）1913年イタリア生まれのデザイナー。映：画衣装を

　手掛けた後、1960－63年間Kemedy夫人の公式デザイ

　ナーを務めたが’60年代半ばにクチュール界を引退、

　ミラノでの既製服ビジネスに転向

110）Rudi　Gernreich、1922－85。オーストリア生れの米

　デザイナー。’64年自社設立以来、「トップレス水着」

　「ノーブラ・ブラ」など、ボディ・コンシャスでユニ

　セックスな前衛的作品を生み出した。

111）Giorgio　Sant’AngelQ、1933－89。イタリア生れ、テキ

　スタイル・デザイナー等を経て、’67年独立。ヒッピ

　一文化に影響を受け、ジプシー・スタイルやインディ

　アン・ルックなどを発表

112）1937年パリ生れ。Balenciagaらのモデルを経て、’64

　年プレタポルテのコレクション発表。プレタポルテ時

　代の先駆者となった。「Emmanuelle　Khanh’s　clothes

　worn　by　Francoise　HardyJ，　VOGUE，　1　August　1964，

　P．52－1まカli

113）1962年にスタートしたパリのニットウェアの既製

　服ブランドで、’70年代のプレタポルテ草創期を代表

　するブランドの1つ。Geraldine　Chaphn着用の

　Dorothee　Bis，　VOGUE，1August　1965，　p．10eほか

114）1934年英国生れ。’55年ロンドンに「BAZAR」開店、

　’60年代初頭ミニ・スカートを売り出して世界的ブー

　ムを引き起こし、’60年代ロンドン・ファッションを

　リード。「Frorn　Britain；for　the　Bright　Young　People」，

　VOGUE，15　September　1964，　p，164一ほか

11s）　rPRET－A－PORTERII，　VOGUE，　1　March　1969，　p．180－3

　ほか
116）　rExquisite　Form：Rudi　sets　you　free！1，　VOGUE，　15

　April　1965，　p．59ほか

117）「Ray－Ban」，VOGUE　，　June　1962，　p．56－7ほか
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